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はじめに
明治初期から関西地方を中心としてキリスト教の伝道を開始した宣教師団体として、American
Board of Commissioners for Foreign Missions (ABCFM)というものが存在した。日本語では一
般にアメリカン・ボードと呼び習わされる本団体は、後には相当数の信者を獲得し、来日し
たプロテスタント宣教団体の中では一、二を争う有力勢力へと成長していく。１
日本におけるアメリカン・ボードの拠点の一つとして、その日本支部（日本ミッション）
が設立と運営に大きく関与した、京都の同志社が挙げられる。日本ミッションの京都支部（京
都ステーション）の宣教師たちは、同志社で教師として勤務し、また彼らからボストンのア
メリカン・ボード本部への手紙による通信も、それなりに頻繁であった。こうした経緯によ
り、アメリカン・ボード日本ミッション関連の文書は、現在もその多くが同志社大学（の人
文科学研究所）に保管されている。
同志社所蔵のアメリカン・ボード関連文書については、整理とインデックス化が１９９０年代
初めには完了し、２ またこれらの文書を活用した組織的な研究も、現在まで少なくとも２次に
わたって現れている。３ とはいえ、日本ミッションの研究自体は現在も様々に継続している一
方で、少なくとも前述のインデックス化が終了して以降、新たな文書群が発見されたという
情報も管見の限りでは存在せず、基礎資料の掘り起こし作業自体はすでに終わったものと、
これまで一般にみなされていた感がある。
同志社大学アーモスト館で長年にわたって館長を務め、また幾多の優れた弟子を育てたこ
とで名高いＯ・ケーリ氏（Otis CARY）は、祖父も父もアメリカン・ボード所属の宣教師とい
う家柄であった。同志社大学にはケーリ氏の遺品として、様々な文書が残されている。その
ケーリ氏の遺品の中に、無造作に数個のビニール袋へと入れられた、書簡を中心とする資料
群があった。ビニール袋の中には、おおまかな年代とタイトル（例えば「American Board records
1885」のような）の書かれたカードが入っている場合もあったが、内容を検討してみると、
こうした記載が必ずしも正確でない場合もあり、事実上ほぼ未整理のままであった。本資料
がアメリカン・ボード関連のものであることは、一見して明らかであり、本来ならば同志社
において以前におこなわれた研究の過程で、しかるべき整理と考察の対象となるべきもので
あったと考えられる。しかしながら、学問的な価値が低いと判断されたのか、あるいは単に
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見過ごされてしまったのか、今となっては理由も定かでないけれども、これらの文書の内容
や細部をあえて研究しようと試みた者も、どうやらこれまでいなかったようであり、要する
に放置されて久しい資料であった。
筆者は数年前、縁あってこの資料の整理を請け負うこととなった。作業は予想したよりも、
はるかに大掛かりなものとなり、また他の業務の合間を縫っての仕事となったため、結果的
にずいぶん手こずることとなってしまった。そして最近、ともかくも整理作業の完了が間近
に迫り、また内容を概観した結果、研究上の価値が高い資料と判明するに至ったので、その
全体像をここで紹介し、今後のアメリカン・ボード日本ミッション研究に資することとした
い。
本資料の特徴と仮称
同志社にて整理保管されている既存のアメリカン・ボード関連資料と、今回私が整理した
資料との差異や特徴を箇条書きにすれば、だいたい以下のようになる。
同志社が現在所蔵するアメリカン・ボード関連資料の多くは、日本ミッションの宣教師
たちから、ボストンのアメリカン・ボード本部で渉外幹事（foreign secretary）を務めた、N・
G・クラーク（Nathaniel George CLARK）に宛てた書簡である（厳密に言えば、書簡の本体は
ボストンに送られているはずなので、同志社に残されているのは、その写しということにな
ろう）。これに対して、今回紹介する資料の多くは、クラークや日本ミッションの宣教師、さ
らにはアメリカン・ボード以外の宣教師や業者などを含む様々な人々から、神戸で日本ミッ
ションの幹事（secretary）を務めた D・C・ジェンクス（Dewitt Clinton JENCKS）に宛てた書
簡類である。
全体としては、３，３００点あまりの文書から成る資料となっている。そのうち各支部からの
活動報告（ステーション・レポート）や、その他の書類は２５０点ほどになる一方で、残りはほ
ぼ書簡である。つまり３，０００点あまりの書簡が、この資料に含まれているわけであり、そのう
ち約８割がジェンクス宛の書簡となっている。
ジェンクス宛書簡は以下の２つに大別できる。１）国内各地からの書簡。これらの多く
が日本ミッションの宣教師やその関係者から、ジェンクスに送られたものである。２）海外
からの書簡。これらの大半はボストンのクラークから、ジェンクスに送られたものである。
両者の比率を見れば、国内からの書簡の方が圧倒的に多い。
その他の書簡。本文書にはジェンクス宛書簡に加えて、ジェンクスの前に日本ミッショ
ンの幹事を務めていた O・H・ギューリック（Orramel Hinckley GULICK）宛書簡など、ジェン
クスの日本着任以前（１８７７年４月より前）の書簡、またジェンクスが日本を去って以降（１８８７
年３月より後）の書簡なども、ある程度含まれている。
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上記のような特徴を踏まえて、ここでは本資料を仮に「アメリカン・ボード日本ミッショ
ン関連資料」と呼んでおく（以下「日本ミッション資料」と略記）。「仮に」というのは、本
資料が私の所有物ではなく、したがって私の一存で正式な命名をおこなうのが憚られるから
であり、しかしながら一方で、とりあえず呼び名がないと議論を進めにくいという事情によ
る。
ジェンクスとは何者か
上で述べたように、ジェンクス宛書簡は全体の８割以上の数を占めており、「日本ミッショ
ン資料」の基幹部分を構成している。この事実から、ジェンクスは１８７７年から８７年にかけて、
日本ミッションの事務的なコミュニケーションにおける、いわば扇の要に位置していたこと
が推察できよう。ただしこのジェンクスなる人物が何者であったかと問えば、それに十分な
答えを与えている文献は極めて少なく、またジェンクスに焦点を当てた調査も、現状では皆
無と言ってよい。来日して実際にキリスト教の布教に当たった宣教師たちについては、様々
な先行研究が存在する一方で、彼らとの書簡による交信を一手に引き受けていたジェンクス
は、日本ミッションの成員の中でも研究者の関心を得ることが、おそらくは最も少ない人物
の一人であろう。
アメリカン・ボード関連資料の一大保管庫であるハーヴァード大学のホートン・ライブラ
リーには、アメリカン・ボードに所属した宣教師たちの履歴が集められているが、この中に
もジェンクスに関する情報は少ない。ホートン・ライブラリーにある“ABCFM. Biographical
collection. Individual biography folder”には、日本ミッションの目ぼしい宣教師のフォルダーは
含まれているが、ジェンクスのそれは設けられていない。また同じくホートン・ライブラリー
所蔵の“ABCFM Picture Collection : Individuals”には、ジェンクスと妻サラの肖像写真が、そ
れぞれ一枚残されているに過ぎない。要するに日本でもアメリカでも、ジェンクスはアメリ
カン・ボードの中で「小物」にとどまっており、ほとんど顧みられることがなかったわけで
ある。
ジェンクスについての個人情報が多少なりとも纏まった資料は、管見の限りでは以下の４
つである。ホートン・ライブラリー所蔵の Memoranda Concerning Missionaries 1830-1924
には、ジェンクスと妻サラの簡単な履歴書が含まれている。４ 同ライブラリーが有するレファ
レンス・ブックで、アメリカン・ボード所属の各宣教師の短い伝記情報を集めた Vinton Book
には、ジェンクスについての短い記述がある。５ ジェンクスがアメリカへと帰国後、最終的
に住み着くこととなったコロラド州のコロラド・スプリングズには、同所で１９０１年に実施さ
れたイベント“Century Chest”の一環として、ジェンクスとその眷属の生没年や職業を含む簡単
な一覧が残されている。６  J・ジョーンズの論文“Women Who Were More than Men : Sex
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and Status in Freedmen’s Teaching”には、アメリカ宣教師協会（American Missionary Association）
によって南部に派遣されたジェンクスをめぐる短い記述がある。７
これらの資料からジェンクスの生涯を要約すれば、おおよそ以下のようなものとなる。D・
C・ジェンクスは１８４１年３月２６日に、アメリカ合衆国コネティカット州キリングリーに生まれ
た。父は牧師ではなく商人であり、宗派はコングリゲーショナルであった。地元およびロー
ド・アイランドのイースト・グリニッチで複数のアカデミーに通った後、事務員や経理係と
して働く。アカデミーとは中等教育機関であり、カレッジやセミナリーで教育を受けた経験
がないことは、彼自身が認めている。１８６４－６５年にはアメリカ宣教師協会の一員として、南
北戦争末期から終戦直後の南部に派遣され、教師を務めた。その後、来日前は経理や教師を
生業としていたらしい。１８７７年に来日し、神戸を拠点として約１０年間、日本ミッションの幹
事を務める。８７年に帰国後、８９年にアメリカン・ボードを離れる。以後の足跡の詳細は明ら
かでないが、最終的にはコロラド州コロラド・スプリングズで、履物屋を営んでいた（１９２３
年没）。
注目されなかった理由、注目に値する理由
先行研究においてジェンクスがほとんど顧みられてこなかった、あるいは彼に関する記録
がそもそも少ない理由の一つとして考えられるのは、彼が正規の宣教師として日本に派遣さ
れたわけではなかったということである。先に述べたように、ジェンクスはセミナリー（神
学校）の出身ではなく、要するに正規の宣教師として布教に当たるには、学歴や資格が足り
なかった。実際、ジェンクスに関する前出のMemorandaの“the license to peach”という項目は、
空白になっており、またこれも前出の Vinton Book に収録された彼の経歴には、按手礼
（ordination）を表す“Ord.”という略号がない。
杓子定規的に言えば、日本ミッションにおけるジェンクスの地位は、宣教師の下働き役を
務める単なる事務屋にとどまっていた。先に挙げた Vinton Bookの記載に従えば、ジェンクス
は“secular agent”に過ぎず、実際に説教や布教に当たる立場にはいなかっただろうし、また日
本ミッションの布教方針を云々できる権限を持っていたわけでもない。アメリカン・ボード
の中でのジェンクスの地位が、日本ミッションの宣教師たちに比べて下位にあったことは明
らかであり、彼のような「小物」が歴史に（ほぼ）残らなかったのは、なるほど不思議とす
るには当たるまい（ただし前出の“Century Chest”に残された履歴では、ジェンクスはみずから
を“missionary”だったと記しているので、非－宣教師としての彼の地位については、なかなか
断言するのが難しいところもある）。
ただしジェンクスが正規の宣教師ではなかったという理由により、その存在を忘却または
軽視してよいのかと問われれば、私としては否と答えざるを得ない。彼に宛てた書簡がこれ
山形大学紀要（人文科学）第１７巻第１号
―２４―
だけ多く纏まって残ったという事実こそ、日本ミッション内で彼が果たした役割の重さを、
十分示していると考えられるからである。先に履歴を説明した際にも触れたが、ジェンクス
は１８７７年に来日し８７年まで日本で活動しており、日本ミッションの主な宣教師たちと比べれ
ば著しく長い滞日経験とは言えないにせよ、常識的に考えて１０年という期間は短いものでは
ない。またアメリカン・ボードの機関誌であるMissionary Herald において、ジェンクスの名
前は日本ミッションに関する記事の中で頻出し、彼の書簡や報告はしばしば引用されている。
よってジェンクスは対外的にも日本ミッションのいわばスポークスマンとして、それなりに
知られた人物であったと想像される。
日本ミッションにおけるジェンクスの存在感は、本資料に含まれる彼宛の書簡の内容自体
に示されている。これら書簡の多くは、国内各地の宣教師からジェンクスに対する様々な実
務連絡であり、さらにその過半を占めるのは、送金や買い物の要請、荷物の送付手続きなど、
各地で暮らす宣教師の日常生活を維持するための、こまごまとした依頼であった。各地の宣
教師はジェンクスを通じて、例えば赴任地では手に入らない日用の必需品を買い、それを神
戸から発送してもらっていたわけである。男性宣教師の妻や女性宣教師からの書簡も比較的
目に付くが、そうした書簡のほぼすべては、食品や他の物品の購入依頼とその礼状であると
言ってよい。小麦粉、ベーキング・パウダー、ジャガイモ、タマネギ、衣類、書籍など様々
な物資の調達は、貿易港である神戸に常駐していたジェンクスにとって、主要な業務の一つ
であった。
日本ミッション幹事としてのジェンクスには、宣教師たちのサラリー管理を含む会計の役
割もあった。彼から日本各地のアメリカン・ボード宣教師に対して送金がなされ、また買い
物の代行、さらには宣教師の間の金銭の支払いや精算も、しばしばジェンクスが担当してい
た。こうした金銭の遣り取りのための正規の書式も整えられていたようだが、一方でメモ程
度の紙片や葉書による依頼も多く、また金銭の移動に伴う領収書も、ノートの切れ端などを
用いたメモ程度のものが、「日本ミッション資料」の中には相当数残されている。
アメリカン・ボード本部との関係から見れば、ジェンクスは日本ミッションの通信窓口で
もあった。日本ミッションの構成員の間で集約された意見や要望そして報告などは、最終的
にはジェンクスによって取り纏められた後、アメリカン・ボード本部へと送られた。もちろ
んジェンクスの書簡以外にも、日本ミッションの個々の宣教師からボード本部に対して、書
簡による連絡はおこなわれていたが、各宣教師によるこうした個別書簡の多くは、ジェンク
スからの正式の通信内容を補完し、日本ミッションの主張や要望をアメリカン・ボード本部
に納得させるための、いわば側面支援を旨として送られたものであった。８
日本ミッションからの書簡に返信したのは、ボストンのアメリカン・ボード本部の渉外幹
事であるクラークであった。ただし彼の担当が日本ミッションのみであったはずもなく、ま
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た日本ミッションに限っても、複数の宣教師から届く書簡は厖大な数に達していた。９ クラー
クにすれば、これら個別の書簡に一々返事を書く煩瑣さを避けるため、複数の書簡に対する
返信を一つに纏める必要があった。１０ジェンクスは、クラークからのそうした包括的な返信の
宛先となったわけであり、ジェンクス宛クラーク書簡が相当数纏まって「日本ミッション資
料」に含まれることとなった理由もこの点にある。
日本ミッションにおけるジェンクスの存在は、このように相当の重みを有していたはずな
のだが、先に述べたように彼は宣教師ではなく、その肩書きは“secretary”であり、さらに書類
によっては“treasurer”と記されている。要するにジェンクスはその在任期間、日本ミッション
の会計を含む事務全般の統括責任者だったわけであり、一方でアメリカン・ボード本部と日
本ミッションの交信の結節点に位置し、また各宣教師の様々な活動を縁の下で支えた人物で
あった。上記のような視点からジェンクスを改めて見てみれば、宣教ではなく事務を本業と
した彼の存在は、日本ミッションの歴史を検討する上で「小物」として看過されてよいもの
では、決してないと思う。
研究上のメリット
ジェンクスのそうした立場を念頭に置くならば、彼に宛てた書簡を多数含む「日本ミッショ
ン資料」を読み解いていくことには、以下のような研究上のメリットがあろう。
ボストンのアメリカン・ボード本部と日本ミッションの交信を、アメリカン・ボード本
部渉外幹事であったクラークと、日本ミッション幹事であったジェンクスとの間の書簡を読
み解くことで、詳細に再検討できる。
アメリカン・ボード本部と日本ミッションの関係についての従来の研究は、日本ミッショ
ン側の宣教師たちからクラークに送られた様々な書簡を、主要な情報源の一つとして活用し
てきた。こうした手法自体は正当なものである一方で、日本ミッションの公式見解や主張を
集約していたはずのジェンクス発の書簡と、それに対するアメリカン・ボード本部の公式な
返答としてのクラーク発ジェンクス宛の書簡は、これまで十分に研究されてきたとは言い難
い。ジェンクスとクラークの間の書簡は、原文あるいはその写しが同志社とホートン・ライ
ブラリーに残されているものの、この両人の書簡を対応した交信として詳細に読み解いた研
究は、これまでのところ現れていないようだ。
「日本ミッション資料」にはボストン発の書簡が、２３０通あまり含まれている。そのうちの
ほとんど（１８９通）がクラークからのものであり、宛先は１８７３年から１８７７年までは前出の O・
H・ギューリックが過半を占め、それ以降はジェンクス宛が大多数となっている（７８年以降の
クラーク発ギューリック宛書簡は、「日本ミッション資料」の中には見られない）。「日本ミッ
ション資料」に含まれるクラークからギューリック宛、そしてジェンクス宛の書簡の数を一
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年度 １８７１１８７２１８７３１８７４１８７５１８７６１８７７１８７８１８７９１８８０１８８１１８８２１８８３１８８４１８８５１８８６１８８７ 不明
クラークからの
書簡総計 ２ １２ １９ １４ １０ ２０ ２３ ２１ ２６ １２ １０ ６ ８ ５
クラーク発
ギューリック宛 ２ １４ １０ ７ １３ １７ １
クラーク発
ジェンクス宛 ６ １９ ２４ １１ １０ ５ ７ ５
ジェンクス発
クラーク宛 ７ ２３ １７ １４ ２２ １７ ６ １６ １５ １６ ２
覧化し、さらに同志社所蔵のジェンクス発クラーク宛の書簡数（本稿注２で触れた『アメリ
カン・ボード宣教師文書資料一覧』に基づき合計した）と並べて、ボストンと日本ミッショ
ンの間での交信の頻度を見ようとしたのが、以下に掲載した表である。ジェンクス発クラー
ク宛の書簡のうち、前者が日本に着任した後の最初の書簡は、１８７７年８月に出されている。
クラークの１８７７年９月２５日付書簡には、８月のギューリックからの書簡でジェンクスの幹事
就任を知ったという記述があり、このあたりでクラークとの交信の中心が、ギューリックか
らジェンクスに変わったと想定できる。なお、ジェンクスは１８８７年３月に日本を離れたので、
それ以降の書簡（つまり日本発でない書簡）は下には算入していない。
上の表を一見すれば、１８８０年代にはジェンクスからの書簡がクラークからの書簡よりも多
く、往復通信としてはバランスを欠くことに気付くであろう。実際、クラークからジェンク
スに宛てた書簡は、ここに一覧化したものがすべてではない。ホートン・ライブラリー所蔵
のアメリカン・ボード文書には、さらに多くのクラーク発ジェンクス宛書簡（の写し）が保
管されており、またアメリカン・ボード文書の多くはすでにマイクロフィルム化されて、日
本でも閲覧可能である（ただし所蔵機関の数は非常に限定されているが）。そうした点に鑑み
れば、「日本ミッション資料」に含まれるクラーク発ジェンクス宛書簡の原本を取り立てて珍
しい歴史資料とみなすことは、おそらく適切とは言えまい。
しかしながら、クラークから日本ミッションに送られた書簡の大半が日本側では散逸して
しまっている一方で、クラーク発ジェンクス宛書簡がこれだけ纏まって「日本ミッション資
料」の中に残ったという事実は、彼ら二人の間の交信が日本ミッションの他の成員とのそれ
と比べてはるかに頻繁であったということの、一つの傍証たり得るのではないだろうか。そ
れはさて措くとしても、クラーク発ジェンクス宛書簡の原文の多くが今回発見され、マイク
ロフィルムの各所からわざわざ拾い出すことなしに、それらを一括して検討できる体制が整っ
たことは、今後の研究を進める上で確かに一つのメリットとなろう。
神戸のジェンクスに宛てた宣教師たちの書簡を読み解くことで、各地での日本ミッショ
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ンの活動状況の詳細や、宣教師とその家族の生活ぶりなど、従来は必ずしも知られてこなかっ
た様々な事実を明るみに出すことができる。
「日本ミッション資料」に含まれる国内書簡や文書類の主な発信地を見てみれば、京都か
ら発信されたものが一番多く（６９２点）、続いて大阪（５３９点）、神戸ならびに兵庫県下（有馬を
除く、３０７点）、有馬ならびに比叡山（９８＋９８＝１９６点、この２つを合計して扱う理由は後述す
る）、岡山（１７９点）という順になっており、この後には横浜（神奈川を含む、１２０点）や新潟
（１０６点）が続く。
日本ミッションにおける京都ステーションの中核的な地位に鑑みれば、京都からの書簡が
最も多くなっているのも、当然の結果であろう。京都からの書簡のうち、ジェンクス宛のも
のは６６２点となっている。京都発書簡の約半数を占めるのは、D・W・ラーネッド（Dwight
Whitney LEARNED、２３０点）と D・C・グリーン（Daniel Crosby GREENE、１２０点）のもので
あり、続いてM・L・ゴードン（Marquis Lafayette GORDON、６０点）、J・D・デイヴィス（Jerome
Dean DAVIS、４７点）、A・J・スタークウェザー（Alice Jennette STARKWEATHER、４４点）の
書簡などが目に付く。また数は少ないものの、新島襄からの書簡も複数含まれている。
大阪からの書簡を見れば、そのうちジェンクス宛は４９８通である。京都のように圧倒的多数
の書簡が特定の数名から来ているということはないが、その分各人からまんべんなく便りが
あったという印象を受ける。また一部に、大坂在住の他宗派の牧師（例えば Cumberland
Presbyterian Missionの A・D・ヘイル〔Alexander Durham HAIL〕など）からの手紙が見られる。
さらに神戸および兵庫県下からの書簡を見てみれば、差出人が分散する傾向はいっそう顕著
であり、ジェンクス宛の書簡２４５通のうち、一人の発信者からの書簡数は多くても５通前後で
ある。横浜からの書簡についても、同じく差出人が分散する傾向にある。
神戸ステーションのアウトステーションとして設立され、後にステーションへと昇格した
岡山からは、ジェンクス宛の書簡が１７３通来ている。差出人としては、J・ぺティー（James
PETTEE）が全体の３分の１以上を占め（６７通）、J・C・ベリ （ーJohn Cutting BERRY、４６通）、
O・ケーリ（Otis CARY, Jr.、本稿冒頭で触れたケーリ氏の祖父、２２通）の順に続く。また１８８３
年に日本ミッションと分かれて開設された、北日本ミッション新潟ステーションからの書簡
を見れば、ジェンクス宛は８３通あり、差出人のトップは R・H・デイヴィス（Robert Henry
DAVIS）で４６通、これに D・スカッダー（Doremus SCUDDER）が２５通で続き、先にも登場し
た O・H・ギューリックからの書簡は１２通となっている。
これらのジェンクス宛書簡の多くは、物資の送付や送金の依頼、あるいは活動報告などの
実務連絡であるが、内容は無味乾燥な事実関係の記述にとどまらず、異郷における宣教師た
ちの暮らしが、しばしば垣間見えるものとなっている。ここでは一例として、岡山のぺティー
からジェンクスに宛てた、１８８０年１１月１６日付の書簡を紹介しておく。「日本ミッション資料」
山形大学紀要（人文科学）第１７巻第１号
―２８―
に含まれるぺティー書簡の多くは、そこそこの長さにわたるものであり、岡山ステーション
の消息をよく伝える資料であるように思える。それらの中でも本書簡は、ぺティーの率直な
人柄と地方在住の宣教師の生活ぶりを、いきいきと描き出している。書簡の一部を活字に起
こせば、以下のようなものとなる。
Dear Bro. Jencks :
I hope you were not started at receiving a telegram from me yesterday, but the fact was,
we had no money, we have even borrowed all the spare change our Osaka brethren had with
them to help us over the break. Did you receive the receipt for Mex. 80.00 I think it was that
I sent you from Miss Talcott 10 days ago? The money has not come yet. Also I was relying
on your sending me before this 100 yen from Dr.Gulick. If these sums have been sent before
this reaches you, please send me 250.00 more yen as soon as may be convenient for you to
attend to it.
If these sums have not been sent when this reaches you, please send 80 Mex (in yen) & 300
yen by return mail. （後略）
日本ミッションの宣教師たちの俸給は、当時の平均的な日本人の収入に比べて、はるかに
恵まれたものであった（この点については後で論じる）。ただし彼ら宣教師のすべてが手元に
十分な現金を持っていたかと言えば、必ずしもそうではなかったようだということが、本書
簡から窺われる。前述のとおり、宣教師の間の金の遣り取りは、神戸で彼らの口座を管理す
るジェンクスを通じて、しばしばおこなわれた。だからぺティーは、自分が受け取るべき「タ
ルコット女史からの……８０メキシコドル」に対する領収書を、ジェンクスに宛てて送ってい
るわけである。その金は未だ届かず、さらには当てにしていたギューリック博士からの１００円
も着いていない、とぺティーはボヤく。
さらに引用部の後ろのあたりを見ると、「８０メキシコドルを（円で）送ってほしい」と読め
る箇所がある。「日本ミッション資料」に含まれるジェンクスが振り出した為替は、ほぼすべ
て香港上海銀行からのドル建てのものである。このことから、ジェンクスは日本国内で円を
送金する際には、為替ではなく現金を送るのが常ではなかったかと推測できる。また都会で
ある大阪や神戸では、ドル建て為替の換金は比較的容易にできただろうが、ぺティーが住む
当時の岡山では、ドル建て為替を送られても換金自体が難しかったのではないかとも思われ
る。ゆえに金に詰まったぺティーが、わざわざ「円で」と指定しているのは、要するに現金
の送付を求めていたということではないだろうか。このあたりの細かい背景は今後の検討課
題としたいが、休みの間は大阪から来た同志が貸してくれた小銭で過ごした、とにかく金が
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ない、送ってくれというぺティーの訴え自体、彼の性格の面白みを感じさせるものであり、
本人が困っていることはよく分かるにせよ、窮状を述べる言葉があまりにもリアルで、私と
しては笑いを禁じ得ない。
ぺティーの書簡は、「日本ミッション資料」の歴史資料としての価値、あるいは可能性を示
す一つの例である。先にで論じたジェンクスとクラークの間の交信は、アメリカン・ボー
ド本部と日本ミッションの関係という、いわば「大きな絵」を描く上での必須資料であるが、
一方で上に引用したぺティーからの手紙のような、日本ミッション関係者が各地からジェン
クスに宛てた書簡は、彼らの日常や活動の「細部」を描くための、有益な資料として活用で
きよう。
「日本ミッション資料」にはジェンクス宛書簡の他に、ステーション・レポートやテー
マ別レポート（メディカル・レポート、様々なコミッティー・レポートなど）、議事録、統計、
資産一覧、サーキュラー・レター、歳出一覧、換金済みの為替など、多岐にわたる記録・報
告書や書類が含まれている。同志社所蔵のアメリカン・ボード関連資料のカタログである、
『アメリカン・ボード宣教師文書資料一覧』に記載された個々の文書のタイトルと、「日本ミッ
ション資料」に含まれる文書のタイトルとをざっと照らし合わせてみれば、おそらく同一の
文書（本体と写し、下書きと本体といった関係の文書）だと推定されるケースもある一方で、
「日本ミッション資料」に固有の文書も少なくないように思える。今後、さらに細かい照合
作業を進めていく必要があるので、ここでは断定は避けるものの、照合作業の結果、完全に
存在の知られていなかった文書（ホートン・ライブラリーや同志社に、原本あるいは写しが
所蔵されていないもの）が発見されたり、すでに所蔵されていても必ずしも注目されてこな
かった重要文書が、改めて洗い出されてくる可能性は十分あるだろう。
珍しい資料の一例として、ここでは J・ギューリック（Julia GULICK）宛の為替を紹介して
おく（資料１）。会計役としてのジェンクスがギューリックに対して振り出した為替が換金さ
れ、銀行を通じてジェンクスに戻ってきたものと推測される。為替に記された１８７７年は明治
１０年であり、当時のギューリックは神戸ステーション所属、おおまかに言って１ドルは１円
の時代であった。額面にある５０ドルを５０円とするなら、日本のいわゆる庶民から見て相当な
高額為替であることは間違いなく、またジェンクスからギューリックに宛てた送金だという
ことを考慮すれば、これを俸給の支払い目的で振り出された為替とすることが、一番無理の
ない解釈であろう。
さらにもう一つの資料である１８７７年度の歳出予定一覧を見てみれば、ギューリックの分を
含む日本ミッション宣教師全体の俸給と予算が記載されている（資料２）。こうした資料につ
いても、すでに存在が明らかになっている会議の議事録やミッション・レポートなどを細か
く見ていけば、あるいは同じ内容のものが発見できるのかもしれないが、このような形で改
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めて見る機会を得ると、それはそれで参考になる。円に換算すると、１８７７年度の日本ミッショ
ン指導部の年間の俸給は、当時の判任官の上から奏任官の下あたりの水準となろう。明治政
府の御雇外国人などとは比較にならないにせよ、日本ミッションの宣教師はそこそこの高給
取りであったと言わねばなるまい。
「日本ミッション資料」から読み取れるのは、べつに宣教師たちの金銭事情のみではない。
国内発ジェンクス宛書簡の所で述べたように、「日本ミッション資料」には有馬と比叡山を発
信地とする手紙も多々含まれている。両者の数は拮抗しており、合計１９６通のうち１８５通がジェ
ンクス宛となっている。発信者については日本ミッション全員集合とも言うべき観を呈して
おり、特定の数人からの書簡に偏っているということもない。むしろこれらの書簡について
は、発信者よりも発信時期の方が重要であり、だいたい毎年７月から９月までの期間に集中
している。
比叡山あるいは有馬で夏を過ごすということは、要するに避暑である。１１本稿の注３で触れ
た『来日アメリカ宣教師』巻末の年表を見ても、夏はふつう活動の空白期となっている。こ
うした避暑は単なる個々人の習慣ではなく、アメリカン・ボードの中で制度として認められ
た集団休暇ではなかったかと、私は推定している。この推定の根拠となるのは、前出の１８７７
年度歳出予定一覧に“Health Traveling”という項目で８００ドルの予算が、ボード本部によって計
上されているからである。名称から考えて、この費用が福利厚生のためのものであることは
疑いなく、また８００ドルという大金が、少数の人々によってのみ費やされることを念頭に置い
たものだとも思われない。「たまには皆で休んで、心身の健康のため旅行でもしなさい」とい
うのが、この予算の趣旨ではないだろうか。もし私の推定が正しいとするならば、多少変な
言い方になるかもしれないが、職業としての宣教師の「労働環境」は、かなり上質だったの
ではないかという感を受ける。
先に論じたように、日本ミッションの宣教師たちは比較的裕福であり、また避暑の間は時
間も有り余っていたであろう。そういう人々が一箇所に集まれば、「さて何をして遊ぼう」と
いう話になるのは自然の流れではなかろうか。彼らにとっての避暑とは、「日常の仕事から解
放されて山の中に退き、同僚たちと臨時の共同生活の場を作り、情報を交換したり、共に勉
強したりしながら、英気を養う機会であった」１２わけだが、英気を養うのに付き物なのは、今
も昔もやはり娯楽であろう。
そうした光景を想像するにあたって一つの手がかりとなるのが、１８８６年９月初めに比叡山
のテントで開かれた、カンタータの催しのプログラムである（資料３）。『エステル』や『巡
礼始祖』など、内容としてはいわゆる宗教カンタータであり、あるいは避暑地での祈祷会の
一環として演じられたものだったかもしれない。であるにしても、写真にある表紙の内側に
は、歌詞がわざわざ印刷されており、また印刷物として残っているという事実は、多人数に
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配るために作られたことを示している。要するに、このイベントに全員が参加できるよう配
慮しているわけであり、そこに一定の娯楽性を見て取ることは、あながち的外れの推測であ
るとも思えない。避暑地に大きなテントを張って集まり、皆で一緒に歌を歌えば、それは楽
しいだろう。今風に言えば、旅行先での一種のカラオケ大会みたいなもの、と形容すれば、
それは言い過ぎだろうか。
まとめ
「日本ミッション資料」のインデックス化はほぼ終了し、現在は最終的な確認作業の段階
に入っている。すべての作業が終わった段階で、現在私の手元にある「日本ミッション資料」
は、同志社大学へとすみやかに返還される予定である。作成したインデックスをどのような
形で公開するかは、今のところ確言できないが、可能ならば印刷物として要所に配付し、こ
れからのアメリカン・ボード研究に資することを目指したい。
作業の一段落を前にした節目報告として、この論文を書いている現在に至っても、私には
あまり達成感はなく、むしろ今後の研究の基礎固めをいちおう済ませたかな、という程度の
思いしかない。ここまで私がおこなったのは基本的には整理にとどまり、膨大な数の文書の
詳細に踏み込んで本格的に内容を解読していくことが、これからの大きな課題として残って
いる。どうやら長い付き合いになりそうな資料群であり、どこから取り掛かっていくかとい
う問題はあるが、私としては本資料に含まれるジェンクス宛クラーク書簡と、それに対応す
るクラーク宛ジェンクス書簡（こちらは同志社に残されているし、ホートン・ライブラリー
からマイクロフィルムも出ている）の解読を、まず進めていきたい。日本ミッションの総意
を取り纏める窓口がジェンクスであり、そこからクラークに向けて発信される内容に対して、
クラークは日本ミッションの他の構成員からの書簡の内容を踏まえつつ、アメリカン・ボー
ド本部の意思を伝えていく――彼らの往復書簡がこういった構造を持つとするならば、その
遣り取りを追っていくことで、日本ミッションとアメリカン・ボード本部との交渉の内容や
展開を自然と再検討できるわけであるし、その結果として新たな発見もあるかもしれない。
日本ミッションの宣教師たちからクラークに宛てた書簡は、先行研究においてしばしば直
接に引用され論じられている反面、それらに対するクラークの返事は、通常は要約あるいは
短く引用されるにとどまっている。先にも述べたように、往信と返信、さらにそれへの返信
といった具体的な過程が、元のテキストに沿って具体的かつ厳密に考察されたことは、実は
皆無なのではないか。こうした私の印象が当たっているならば、クラークとジェンクスの間
に交わされた書簡を対象とした解読作業をやってみることにも、それなりの意義はあろう。
さらに言えば、日本ミッション所属の宣教師たちに比して、ジェンクスや彼のクラーク宛書
簡は包括的な研究対象とされてきたことがなく、この点でもやるだけの価値はあるという思
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いがしている。
今後、ジェンクス宛書簡について必要となる仕事の一つは、各書簡の重要度を判別する手
掛かりとして、例えば葉書、メモ程度の走り書き、短い手紙、長い手紙といった形で、資料
の物理的形態に従った分類を進めることだろう。基本的に、長い文書にはそれなりの量の情
報が含まれていると推測されるわけであり、ゆえにそこから何らかの有益な知見が得られる
可能性も、それだけ高くなるからである。
ただし一方で、葉書やメモに残された比較的短めの記述から、宣教師たちの生活の様子を
こまごまと抽出していくことも、実は重要な作業ではないかと思われる。長めの書簡や文書
に見られる、日本ミッションをめぐる「大きな」主題や思想について考察することは、もち
ろん不可欠である。しかし例えば、宣教師たちが何を食べていたか、どんな余暇の過ごし方
をしていたか、懐具合はどうだったのか、というような「小さな」事柄は、異文化の中に生
きた彼らの暮らしぶりを描き出すための貴重な情報源となるだろうし、そうした細部を可能
な限り明らかにした上でこそ、アメリカン・ボード日本ミッションについての巨視的な歴史
物語を、聞き手に対して魅力ある形で初めて十分に語り得るのではないかと、私は考えてい
る。ともあれ、作業の終了は目前である。「日本ミッション資料」が研究者を含む同好の士の
方々にとって、今後多少なりとも役立つものとなれば、私としては何よりも嬉しい。
（資料１）ジェンクスから J・ギューリック宛５０ドル為替
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（資料２）１８７７年度分の日本ミッション歳出割り当て一覧
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（資料３）比叡山チャペル・テントにおけるカンタータのプログラム
１ いま手元にある、“Statistics of Missions and Missionary Work in Japan for the Year 1885, Compiled by
the Committee on Statistics of the Evangelical Alliance of Japan”と題された統計表を見てみると、１８８５年時
点の日本でアメリカン・ボードが有する信者数は３，２４１名であり、American Presbyterian Churchと Reformed
Church in Americaならびに Union Presbyterian Church of Scotlandから成る３派連合（日本基督一致教会）
の４，４６３名に次いで、第２位となっている。
２ このインデックスは、同志社大学人文科学研究所第１研究会（キリスト教社会問題研究会）『アメリカン・
ボード宣教師文書資料一覧１８６９～１８９６年』（同志社大学人文科学研究所、１９９３年）という形で書籍化されて
いるが、惜しいことに非売品であり、したがって所蔵機関も極めて限られる稀覯本である。
３ 同志社大学人文科学研究所編『来日アメリカ宣教師―アメリカン・ボード宣教師書簡の研究１８６９～１８９０』
（現代史料出版、１９９９年）。同研究所編『アメリカン・ボード宣教師―神戸・大阪・京都ステーションを中
心に、１８６９～１８９０年』（教文館、２００４年）。
４ ABCFM, Memoranda Concerning Missionaries 1830-1924 , Vol.8, 69-70.
５ Vinton Book, 91.
６
“Century Chest”とは、当時のコロラド・スプリングズ市民たちが１００年後の子孫たちのために、書簡や写
真などを小さな金庫に入れてコロラド・カレッジに保管したという、記念イベントである。金庫は１９０１年
８月に密封され、２００１年１月１日に再び開かれた。金庫内にあった書簡や写真はコロラド・カレッジのウェ
ブページで閲覧でき、またジェンクスとその眷属一覧も以下に掲載されている：
http : //www.coloradocollege.edu/Library/SpecialCollections/CenturyChest/ch131am.html。
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７ Jacqueline Jones, “Women Who Were More than Men : Sex and Status in Freedmen’s Teaching, ”History
of Education Quarterly , Vol.19 (Spring, 1979) : 54-55.
８ この点については、『来日アメリカ宣教師』の冒頭論文「総合化するアメリカン・ボードの伝道事業」で、
吉田亮が簡明な説明を与えている（３－７頁）。
９ 本文中で述べたように、同志社所蔵の宣教師文書の多くがクラーク宛であったという事実は、このこと
を裏付けている。
１０ ジェンクス宛のクラーク書簡には、「誰々の何日付書簡を読んだ、あと誰々のも読んだ」といった表現が
しばしば見られ、クラークが日本ミッション構成員からの様々な手紙に対して、ジェンクス宛の書簡で纏
めて返信していたことが伺える。
１１ 日本ミッション宣教師による比叡山での避暑は「日本の近代リゾートの嚆矢」であり、後には比叡山テ
ント村の開設へとつながった。この点については、上田卓爾「第二次世界大戦以前の日本のリゾート（外
人避暑地）について」（『名古屋外国語大学現代国際学部紀要』第５号、２００９年）を参照のこと。また日本
ミッション宣教師たちの有馬での避暑については、北垣宗治「オーティス・ケーリの自伝」（『キリスト教
社会問題研究』第５６号、２００８年）で、短く紹介されている（１２０頁）。
１２ 北垣、１２０頁。
山形大学紀要（人文科学）第１７巻第１号
―３６―
Papers of the Japan Mission of the ABCFM :
New Findings and Their Significance
Yutaka ITO
The American Board of Commissioners for Foreign Missions (ABCFM) was one of the largest
Protestant missionary organizations active in Meiji Japan. The Japan Mission of the ABCFM
gained a considerable following in the Kansai area, thus succeeding in establishing its sphere
of influence there. The Japan Mission’s stronghold was the Doshisha School of Theology in
Kyoto. The ABCFM missionaries in Kyoto also worked as teachers at other Doshisha schools.
Doshisha eventually developed into one of the most prestigious private universities in Japan.
Because of this particular background and setting, the present-day Doshisha University has become
a major depository of historical papers relating to the Japan Mission.
When I attended a research meeting at Doshisha several years ago, I was introduced to bundles
of old, unsorted letters and documents that had long been left untouched in a storage cabinet.
After only a glance I realized that in all probability they should be regarded as a constituent
part of the Doshisha-owned Japan Mission papers. Nevertheless, no other scholars had ever bothered
to examine their contents and details until I volunteered to do so.
After a painfully time-consuming process of sorting and indexing, I have found that these
materials numbering over 3,000 are tremendously informative sources on the history of the Japan
Mission. Their most remarkable academic merit is that they include a variety of newly discovered
manuscripts. Especially important among them are more than 2,000 pieces of correspondence from
the ABCFM missionaries in Japan to Dewitt C. Jencks, who acted as the secretary of the Japan
Mission from 1877 to 1887.
Now that the indexing is nearly complete, I offer in this article an overview of these long
neglected documents, and then demonstrate their historical significance.
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